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勝覚寺本尊釈迦如来像が､平成22年夏～平成23年末にかけて､河本雅史仏師
率いる長南文化財修復室にて修復を終えました。
江戸中期になされた修復の記録から台座が見つかり､また､印契につきましても
昭和になってから直されていた事が分かり、
江戸期に製作された版木に伝えるとおり
｢抽華微笑｣の印を結ぶように直しました。

この勝機にあたり､広く釈迦如来像､阿難迦
葉両像､四天王像との結縁をお勧めする為、
特別拝観を催すことと致しました。
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雲繕天尊缶ﾊ ｯ ｼ ’ 遍照殿r平
全４種 霞震 あなたと寺の

２3日|間同時開催

固寺cα膨
寺とカフェがコラボ１！
癒しのひとときをお楽しみください。
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真言宗智山派夕
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：｜Ⅱ置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
寺

年
に
は
原
胤
安
、
同
胤
一
房
が
堂

最
盛
期
は
七
堂
伽
藍
を
整
え
住

火
災
な
ど
に
よ
り
、
現
存
し
一
て

長
畳
和
尚
は
中
興
開
山
の
祖
に

年
（
一
五
○
○
）
十
一
月
に
当
時

る
も
の
で
す
。

当
初
は
後
》
村
上
天
皇
の
勅
願
寺
院
と
し
て
建
立
さ
れ
た
、
と
い
う
伝
承

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）

が
あ
一ｍ
り
ま
す
。

形
）
に
政
庁
を
置
き
ま
し
た

そ
の
開
基
は
よ
く
分
か

に
三
代
将
軍
家
光
公
よ
り
、

正
し
く
は
葛
徳
山

Ｅ
属
し
一
て
い
ま
す
。

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
に
は
、
平
常
直
が
上
堺
村

古
い
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
創
建
は
天
暦
元
年
（
九
四
七
）
と
あ
り
ま
す
が
、

釈
迦
堂
に
は
本
尊
の
釈
迦
如
来
を
守
護
す
る
よ
う
に
、
四
天
王
像
が
安

ま
た
、
そ
の
後
火
災
に
あ
っ
て
焼
失
し
た
の
を
、
明
応

ゴ

楽
楽
院
勝
礎
寺
と
号
し
、
現
在
で
は
員
言
宗
智
山
派

議 錨＝愚＝､L=と一一二Ｆ潤
一 一 ・ Ｆ ▼ ｒ 、

っ
て
い
ま
せ
ん
。

＝Ｌ可亜画

､侭 ◎

》
蚕 十

石
二
斗
の
寺
領
を
拝
領
し
て
い
ま
す
。

の
通
称
「
し
て
ん
さ
ま
」
は
そ
れ
に
由
来
す

蝿毎 そ
の
後
代
の
平
高
望
が
修
繕
を
し
た
記
録

の
住
職
の
長
穏
が
再
興
し
ま
し
た
。
即
ち

な
り
ま
す
。
ま
た
天
正
十
九
（
一
五
九
一
）

字
補
修
を
行
っ
た
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

僧
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
度
重
な
る

い
る
堂
宇
は
釈
迦
堂
と
鐘
楼
堂
の
み
と
な
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屋
形
（
現
横
芝
町
屋九

に 瞳ヘ

JR成東駅より
JR松尾駅より
JR求名駅より

車で約21分
車で約23分
車で約26分

twitterで勝覚寺
の情報を発信して
います｡下記のア
カウントをフォロ
ーして下さい。
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